
素材生産・
造林・保育などの
林業生産活動が

減退

適切な施業管理が
行われない
放置林が増加

森林が本来持つ
公益的機能の低下

林業における
生産性が低い

林業就業者の
減少

海がないため
木材輸送が
大変

間伐した
木材の
搬出割合が
低い

急峻な
地形から

林内路線整備
が全国平均を
下回る

残材利用が
上手く

いっていない

木材の
安定供給体制が
できていない

1森林組合
あたりの
総収益が
全国平均を
下回る

間伐等の
保有面積が
減少

19齢以上の
森林割合が
全国平均に
比べて高い

CO2の
吸収量が
低くなる

生態系の
多様性が
低下している

クマ・鹿などの
獣害で
森林が

荒廃している

猟師が
高齢化し不足
している

想定を上回る
規模の
林地荒廃や
林道施設災害
が発生

放棄放置林の
所有者・境界
確定が困難

気候変動に
対する

分析・対応が
進んでいない

要間伐材分が
人工林の

6割を占める

地形が急峻な
ため路網作設
の限界が
きている

森林所有・管理が複雑で
適切な管理が進まない

森林の公益性低下と
災害リスクが高まっている

林業生産活動が
縮小している

林業の魅力が伝わらず
理解・参加が進まない

林業の担い手が
不足している

奈良県は
産地として
競争力を
確保しづらい

木材価格の
低迷

国内における
国産材

需要の低下

横のつながりが
薄く、産地全体で
全体最適が
できない

適切な森林管理が
進みにくい構造に
なっている

県全体の
販路開拓が
できていない

伐材所が
小規模で
効率が
上がらない

製材工場が
小規模で、
数も少ない建築基準法

などの制度の
制約が大きい

木材用途が
特定分野

（住宅用途）に
偏り過ぎている

地元工務店が
地場木材を
使えない

新設住宅着工
戸数の減少

吉野材の
流通する
仕組が不足

補助金が
ないと事業と
して成り
立ちづらい

J-Creditの
制度の認知が
十分ではない

FSC認証の
コストが高く、
経済的
リターンが
少ない

搬出に必要な
機械が

不足している 山村地域の
過疎化

専門技術の
継承が
進まない

山林作業員
(150日以上)が
全国平均を
下回る

業界の
開放性が
低く、連携が
進まない

改善施策が
地域ごとで
場当たり的に
なっている

小規模森林
所有者が多く、
管理が複雑で
難しい

山林所有者に
とって

所有・伐採の
メリットが
減っている

山林が
相続時に

“負の遺産”に
なりやすい

全体の計画や
プレイヤーを
コーディネー
トする人材が
いない

森林所有者の
世代交代や
不在村所有者
の増加

私有林が多い

山林の
集約化が
進みづらい

森林簿の
情報と現地の
実態が一致
していない

施業集約化時
に所有者等の
合意が必要で
スムーズに
取引できない

高木を扱う
ための
専門技術を
持つ人材が
不足

放置林整備の
経験者が
少ない

現場データが
整備・統一
されておらず、
実情が

把握できない

林業に関する
依頼をする
際に誰に
頼めばいいか
分からない

森林の
「個人資産」と
「公共財」の
二面性整理が
不十分

植林から
販売までの
期間が長く、
長期計画を
立てにくい

外部からの
人材確保が
進まない

林業の
就業定着率が
低い

若年層の
離職率が高い

林業の
担い手の
高齢化

賃金水準が
低く、就業の
魅力が弱い

木材を
食料利用など
新用途に

活かせていない

国産材・県産
材が消費者に
届きにくい

住宅工法の
多様化

木材流通に
おいて

安定供給可能な
輸入材が
優位

林業と
ビジネスを
つなぐ

人材・環境が
不足

森林を
観光資源として
十分に活用
できていない

林業地域の
魅力発信が
不足している

林業の魅力が
十分に

伝わっていない

奈良・吉野
林業を学べる
教育機会がない

森林保全の
知識や
ノウハウが
継承されて
いない

林業・木材
産業の認知度
が低い

FSC認証の
国内普及が
進んでおらず、
国際基準に

追いついていない

林
業
・
森
林

F
O
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農
業

A
G

R
IC

U
L
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中山間・小区画で
生産効率が上がらない

中山間地域では
冬季に露地栽培
が難しく、収益を
上げられる
期間が短い

小売業者側が
価格決定権を
持っている

農地が
分散し過ぎて
集約化が
進まない

ほ場整備が
遅れており
農地の
利用集積が
困難

一枚あたりの
ほ場面積が
小さく

収益性が低い

中山間地域では
農地が狭く
生産向上に
限界がある

最適な販売先の
確保が難しい

JAの支援が
十分に

発揮しきれな
い構造がある

生産者情報が
減少し、
地域の
供給量が
把握できない

保守的で
新たな取組が
難しい地域
がある

県内生産品の
PR情報が
不足している

高付加価値化
・ブランド化が
進んでいない

収益性の高い
作物が少ない

米作りが景観保全の役割を
担う地域もあり、
収益を前提とした

適正価格での取引になりにくい

卸売市場の
数が

減少している

直売
（対消費者）
が増え、
販路が

分散している

土地によって
農産物の
需要が大きく
異なる

耕作放棄地が
増える

農地が
保有されるだけ
になり、実際の
農業利用が
進まない

相続後に
利用されない
農地が

放置されやすい

農家に魅力を
感じる人が
少ない

農家に
なれるまで
時間がかかる

就農に必要な
費用が

分かりにくい

収益が
不安定で

十分な収益を
確保できない

村文化（自給自
足・分け合い）は
収益化と
相性が悪い

閑散期はやる
ことが少なく
通年の
収益源が
限られる

農業のコストが
安定しない・高くなる

農業用資材
（肥料・農薬・
ハウス資材など）
の価格が高騰

農業の
生産性が低い

農作業の量が
多く負担が
大きい

農家の利益が
減少している

物流コストの
増加

自治体財政が
厳しく補助金が
十分に出せない

農業機械の
維持費が高い

就農や高収益を
めざすためには
初期投資が高い

獣害・害虫の
影響が

拡大している

猟師
（捕獲担い手）が
不足している

温暖化により
高度な
栽培技術が
必要に
なっている

気候変動が
起こる

中山間地域に
おいて獣害に
遭いやすい

獣害対策に
人手とお金が
必要

番犬の外飼いが
少なく、

獣害被害対策が
できていない

鹿による
農作物被害が
発生している

人手が集まり
づらい

外国人労働者の
受け入れ体制
が不足

農家数の減少後継者不足

農業を
継承せず、
兼業農家や
非農家となる
人が多い

東部地域が
奈良中心部に

近く
通勤範囲に
雇用が存在

農業に対する
働き方が
多様化

農業の
担い手の
高齢化

空き家が
増えている

空き家の
整備が進まず
利用が
できない

若年層が
離脱している

Uターンで
農業に戻る
人が少ない

奈良農家が
労働力確保を
大阪圏に
依存している

農業に関心があっても
新規参入がしづらい

優良農地が
見つかりにくい

都市部から
離れた農地は
利便性が低い

移住者が
農業

コミュニティに
入りづらい

就農地として
選ばれるための
条件（農地・住居
など）が整って
いない

農地を借りる
ことが難しい

地域としての
農業の方向性
（収益重視か
景観保全かなど）が

不明確

生産者・数が
少なく

市場交渉力が
弱い

農業機械の
運搬や

ハウス設置に
コストがかかる

農地が
県中心部から
遠く作業や
物流が非効率

農業者の
収益が
公開されず
実態が
見えない

デジタル化が
進まない

投資回収
しにくい

価格変動
リスクがある

生産していなく
ても維持費

（農地管理費等）
が発生する

農業産出額の
減少

転用や
耕作放棄地に
よる田畑の減少

荒廃農地の
増加

水路が老朽化
している

山の保水力
低下により
農業用水が
不足している

山林・水・
農地を一体で
管理する仕組が
不足している

農村の景観が
崩れる

農地の
相続・継承が
難しい

農地転用の
用途が限定的
（ソーラーパ
ネルなど）

農業機械の
整備店や
技術者が
不足している

産地として流通・販売の
基盤が弱い

農業の収益性が
確保できない

気候変動と獣害で
農地荒廃が拡大している

農業の担い手が
不足している
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やまと地域の
自然資本の課題デザインマップ
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作成

株式会社南都銀行

やまと社会インパクト投資事業有限責任組合 

南都キャピタルパートナーズ株式会社 

株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ

やまと社会インパクトファンドでは、やまと地域の社会課題解決をめざす起業家の発掘や、地域社会課題に

関心を持つ多様な関係者との対話・共創を促進するコミュニケーションツールとして、「課題デザインマップ」

を作成しています。2023年には、地域に存在する課題を投資領域である健康資本・自然資本・文化資本の3

つに整理・分解し、全体像を可視化したマップを制作・公開しました。2024年は、観光、教育、スポーツ、文化

財、工芸などを含む領域である文化資本をテーマに、課題の深掘りを行いました。そして2025年は、農業や

林業・森林などを含む自然資本を対象に、地域事業者・自治体・スタートアップの皆さまと共にワークショップ

を実施し、より解像度の高い課題デザインマップを新たに作成しました。今後は、残る健康資本についても同

様に深掘りを進めるとともに、課題デザインマップによって可視化されたやまと地域の社会課題解決に向け

て、インパクト投資および伴走支援の取組を推進してまいります。

やまと地域課題デザインマップ（2023年制作）

健康

自然文化

バス運転手の
高齢化

運転手に
必要な人材が
不足

交通インフラ
を整備する余
裕がなくなる

交通インフラ
の赤字が増え

る

交通インフラ
の利用者が
下げ止まりに
なる

南部・東部地
方の人口が減

少

奈良県の
人材が他県に
流出して
しまう

地場産業が
衰退している

1人あたりの
観光消費額が
少ない

文化財を
お金に換えら
れていない

地域の文化財
の持続的な保
存管理体制の
不足

地域の文化財
の重要性に対
する認知・理
解の不足

災害・犯罪の
多発による文
化財の損傷

観光客の9割
が宿泊せずに
日帰りしてし
まう

地域の魅力に
つながる文化
財が特定でき
ていない

食事やイベン
ト、体験観光
が観光の目的
として小さい

PRの不足

文化財を保存
修理する修復
材料や熟練技
術者の不足

観光客が南部
の観光地に
アクセス
しづらい

観光客が
北部に集中し
てしまう

新設住宅
着工戸数の
減少

1森林組合あ
たりの総収益
が全国平均を
下回る

間伐した
木材の搬出割
合が低い

山林作業員
(150日以上)
が全国平均を
下回る

山村地域の
過疎化

林業就業者の
平均年齢が
高齢

素材生産・
造林・保育な
どの林業生産
活動が減退

要間伐林分が
人工林の

6割を占める

適切な
施業（管理）が
行われない放
置林が増加

施業放置林の
所有者・境界
確定が困難

森林所有者の
世代交代や不
在村所有者の
増加

私有林が
多い

金魚需要の
減少

金魚の高級品
種を生産するた
めの親魚と生産
技術の不足

金魚すくい用
の金魚の販売
が減少

金魚養殖の
事業者数の
減少

カワウ等
鳥類による
食害

遊漁者の
高齢化

河川における
遊漁者数が横
這い

河川が
汚染される

金魚養殖
事業者の
高齢化

金魚養殖の
後継者不足

金魚販売数量
の減少

地場産業
の低迷

アユ・アマゴ
の漁獲量の
低迷

保守的で新た
な取り組みが
難しい地域が
ある

収益性の
高い作物が
少ない

農業産出額の
減少

ほ場整備が遅
れており農地
の利用集積が
困難

荒廃農地の
増加

転用や耕作放
棄地による田
畑の減少

人手が集まり
づらい

耕作放棄地が
増える

獣害対策に
人手が必要

中山間部にお
いて獣害に遭
いやすい

東部地域が奈
良市中心部に
近く通勤範囲
に雇用が存在

農業を継承
せず兼業農家
や非農家とな
る人が多い

農業の
担い手の
高齢化

後継者不足

農家数の
減少

生態系に打撃
を与える

若者が釣りを
始める機会が
少ない

アウトドア・
レジャー等
による河川へ
の不法投棄

森林が本来持
つ公益的機能
の低下

想定を上回る
規模の林地荒
廃や林道施設
災害等が発生

1 9齢級以上
の森林割合が
全国平均に比
べ高い

間伐等の
保育面積が
減少

急峻な地形等
から林内路線
整備が全国平
均を下回る

輸入材との
競争が
激しくなる

住宅工法の
多様化

建築用材の需
要の減少に伴
う木材価格の
低迷

林業就業者の
減少

県内の観光地
が分散
している 首都圏から

奈良に直接
アクセスする
路線がない

首都圏から奈
良へのアクセ
スがしづらい

宿泊需要が京
都・大阪に流
れてしまう

旅館・ホテル
客室数が
少ない

旅館・ホテル
が北部に集中
している

製造業におい
て海外製品と
の競争が激化

奈良県の賃金
が近隣地域と
比べて低い

雇用の受け皿
となる企業が
少なく県内で
転職しづらい

大阪や京都とい
う都市が近くに
あることでどうし
ても比較されて
しまう

奈良県内で希
望に合う仕事
が少ない

文
化
資
本

自
然
資
本

南部・東部地方における交通インフラの衰退

働き手が県外に流出しやすい構造的課題

観光地へアクセスしづらい交通環境 金魚養殖事業の販売数量の減少林業生産活動の減退 放置林の増加による森林の公益的機能低下
および災害の発生

農業の担い手の減少 耕作放棄地および荒廃農地の増加 農業の収益性の低迷

観光客の1人あたり消費額が少ない

文化財の持続的な
管理・保護の課題

河川漁業の漁獲量の低迷

奈良県の1事業
所あたりの訪問
看護師の数が全
国平均よりも少
ない

在宅医療の
供給力不足

医療の
供給力不足

医療需要が
変化している

奈良県では
平均寿命は
長いのに健康
寿命は短い

介護需要が
年々増加して
いる

介護の
供給力不足

介護福祉職員
の離職率が
高い

職場の人間関
係や運営のあ
り方に不満が
多い

奈良県の人材
が他県に流出
してしまう

奈良県の賃金
が近隣地域と
比べて低い

奈 良 県 内 の
80%の医療機
関が医師不足
を課題として

奈良県の医療
資源(医師も
含めた)が
分散している

奈良県は大病
院が少なくて
中規模病院が
多い

在宅医療を提
供する
施設不足

在宅医療の多く
が診療所を中心
とした小規模な
提供母体で成り
立っている

訪問診療を利
用する患者数
は増えている

在宅医療を
提供する

施設の負担が
偏っている

奈良県では少
数の医療機関
が在宅医療の
大半を提供し

在宅療養支援診
療所なのに在宅
医療をほとんど
行っていない医
療機関が多い

在宅医療の
24時間対応
が困難

在宅医療を
提供する施設を
増やすことに
ハードルがある

在宅で最期を
迎えたいとい
う希望を叶え
られていない

夜間休日におけ
る二次救急病院
の勤務医に過剰
な負担がかかっ
ている

救急医療
体制が脆弱に
なる

高齢化の進展
を背景に救急
搬送件数は
増加

介護福祉の肯
定的なイメー
ジが発信でき
ていない

介護福祉のイ
メージが良く
ならない

介護福祉職員
になろうとす
る人が増えづ
らい

介護福祉職員
が不足
している

障がい者
雇用企業数が
少ない

大阪や京都とい
う都市が近くに
あることでどうし
ても比較されて
しまう

奈良県内で希
望に合う仕事
が少ない

雇用の受け皿
となる企業が
少なく県内で
転職しづらい

健
康
資
本

医療資源の分散と供給力の構造的課題

働き手が県外に流出しやすい構造的課題 介護福祉の職員不足やイメージ、発信についての構造的な課題

医療需要の変化

在宅医療体制不足の構造的課題
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